
主があなたとともにおられる

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階　Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584
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の旅」の第4回は2023年6月5日～14日、第5回は2024年2月～3月の予定で
す。主が再臨される地へ祈りを届け、祈りを積み上げる旅となりますよう、引き
続きツアーに関するすべての準備のためにお祈りください。（現地在住の政
府公認日本人ガイドに加えて、さらに現地在住の日本人添乗員によりツアー
の同行をすることが決定しました。感謝を込めてご報告いたします。）

オメガバイブル教材のために
　オメガバイブル教材は、ご友人へのプレゼント、教会の学びなどにご利用
いただいております。2月28日まで新年感謝価格期間とさせていただきます。
別紙チラシがあります。どうぞご活用ください！

1
祈りの課題

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－24

2

3

日本列島縦断講演「オメガジャパン・グレイスツアー2023」
のために
　いよいよ、栄子・スティーブンスの講演会や各種セミナーの
受付をスタートします！ 日本全国の教会、日本全国の地域の祝福
となりますように。神の恵みがすべてのみことばを通して注がれ、
救いと癒やし、霊的にも肉的にも、日本のあらゆる業界（政治・
経済・文化・教育・医療福祉など）の上に、復興と回復、祝福と繁栄が
ありますよう、宣教活動のすべてを羊飼いなる主が導かれ、主の
ご栄光とご臨在があふれますよう、準備のためにお祈りください。

第4回・第5回オメガプレミアムツアーの祝福を覚えて
  「栄子・スティーブンスと行くイスラエル&ヨルダン（ペトラ）10日間

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。
シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、
憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句

主の恵みの年を告げるオメガ活動ビジョン

Omega Publication
オメガ出版

栄子・スティーブンスと行く 日本列島縦断講演

日程：2024年2月上旬～3月上旬 第1回：2023年2月～3月（決定）　
第2回：10月～11月ごろ（予定）

詳細が決まり次第、ニュースレター等でお知らせいたします！

事前予約案内希望  受付期間：
2023年1月21日～2月28日まで

イスラエル&ヨルダン─ペトラ─

10日間の旅

https://www.omega.or.jp/shuppan/

お問い合わせ：オメガ・ジャパン事務所
info@omega.or.jp
06-6777-2117

Eメール
TEL&FAX

オメガオンラインショップ  

OMEGA GRACE 2023－24

決定!! 第5回オメガプレミアム・グレイスツアー 栄子・スティーブンス来日決定!! 

     Eメール  tour@omega.or.jp　
電話&FAX  06-6777-2117

栄子・スティーブンスと行く
イスラエル&ヨルダン－ペトラ－10日間の旅
日程：2023年6月5日～14日

第4回オメガプレミアムツアーは満員となりました。
御礼申し上げます。定員増で出発準備となります。
…引き続き、日本からの祈りの旅の準備の上に、参加者様の上に、主の
祝福と恵みと天からの油注ぎが注がれますよう、とりなしお祈りください。

対象　教会や祈りのグループからの講演会や各種セミナーの
受付をスタートします。

内容　イスラエルセミナー（神のマスタープランとイチジクの
木・異邦人の時が終わる世界情勢・産みの苦しみと前兆
他）・黙示録セミナー・終末論関係（エゼキエル書・ダニ
エル書など）、時間や内容などご相談に応じます。

オメガグレイス・
ジャパンツアー2023
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Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 31 ―その23未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

月刊教材「ニュースレターBride」のバックナンバーはオメガのHPでお読みいただけます

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

主があなたとともにおられる

未来の預言①　
未来の預言②　
未来の預言③
未来の預言④
未来の預言⑤
未来の預言⑥
未来の預言⑦
未来の預言⑧
未来の預言⑨
未来の預言⑩
未来の預言⑪
未来の預言⑫
未来の預言⑬
未来の預言⑭
未来の預言⑮
未来の預言⑯
未来の預言⑰
未来の預言⑱
未来の預言⑲
未来の預言⑳
未来の預言㉑
未来の預言㉒
　　

天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙 4:1～11）
天の巻物、封印が解かれる（黙 5:1～9）
ほふられた小羊への賛美・第 1の封印が解かれる（黙 5:11～6:2）
ダニエル書の七十週の学び（ダニエル 9:24～27）
大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第 2・第 3・第 4の封印（黙 6:3～8）
第 5の封印、第 6の封印、終末の伝道師たち（黙 6:9～7:17）
第 7の封印、第 1から第 4のラッパ、三つの災い（黙 8:1～13）
第 1の災い、第 5のラッパ（黙 9:1～12）
第 2の災い、第 6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙 9:13～10:6）
第 3の災い、第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿（黙10:7～11:2）
二人の証人（黙 11:3～5）
二人の証人の復活（黙 11:6～13）
大患難時代 7年間の中間の時（黙 11:14～12:5）
反キリストの迫害に追われたイスラエルの民の逃亡場所（黙 12:6～18）
獣である反キリストの台頭と世界統一国家の完成（黙 13:1～10）
主が来られる日に備えて（黙 13:11～18）
御国の到来までの「七つの布告」（黙 14:1～20）
神の激しい御怒り「七つの鉢」の裁きが始まる（黙 15:1～16:11）
イスラエルの民を抹殺するためのハルマゲドン会議（黙 16:12～16）
第七の鉢で最後の御怒りが注がれる―「事は成就した」（黙 16:17～21）
大患難時代前半の大バビロン―世界を支配している大淫婦と反キリストの秘儀（黙 17:1～8）
全世界の支配権が反キリストに渡される
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Premium Tour 2023

オメガ・ジャパンがお届けする特別企画

イスラエル＆ヨルダン
10日間の旅

第4回  栄子・スティーブンスと行く

［ペトラ］

6/5（月）  14（水）
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Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン
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ぶどう酒を飲み、地上の王たちは、彼女
と不品行を行い、地上の商人たちは、彼
女の極度の好色によって富を得たからで
ある」と書かれています。地上の王たちや
商人たち、また大淫婦によって、あらゆ
る不品行がなされました。巨大ビジネス
のシステムを構築して、極度の

ぜいたく

贅沢を行っ
たゆえに、この世界大の経済はバビロン
の都で莫大な富を得ました。

大バビロンが倒れる
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）18章
1節から3節、「この後、私は、もうひと
りの御使いが、大きな権威を帯びて、天
から下って来るのを見た。地はその栄光
のために明るくなった。彼は力強い声で
叫んで言った。『倒れた。大バビロンが倒
れた。そして、悪霊の住まい、あらゆる
汚れた霊どもの巣くつ、あらゆる汚れた、
憎むべき鳥どもの巣くつとなった。それは、
すべての国々の民が、彼女の不品行に対
する激しい御怒りのぶどう酒を飲み、地
上の王たちは、彼女と不品行を行い、地
上の商人たちは、彼女の極度の好色に
よって富を得たからである』」

1節で「この後、私は、もうひとりの御
使いが、大きな権威を帯びて、天から下っ
て来るのを見た」とあり、一人の御使いが
重要な発表をするために天から降りてき
ました。
2節では、「倒れた。大バビロンが倒れ

た。そして、悪霊の住まい、あらゆる汚
れた霊どもの巣くつ、あらゆる汚れた、
憎むべき鳥どもの巣くつとなった」と、大
バビロンが倒れ、もはや人々が住めない
状況になっていることを、宣言しています。
人類史上、バビロンがこのような惨状に
なったことは、一度もありません。この事
は、必ず完了される未来の預言です。
3節で、「それは、すべての国々の民が、
彼女の不品行に対する激しい御怒りの

イザヤ書13章3節から5節、「わたし
は怒りを晴らすために、わたしに聖別さ
れた者たちに命じ、またわたしの勇士、
わたしの勝利を誇る者たちを呼び集めた。
聞け。おびただしい民にも似た山々のとど
ろきを。聞け。寄り合った王国、国々の
どよめきを。万軍の主が、軍隊を召集し
ておられるのだ。彼らは遠い国、天の果
てからやって来る。彼らは全世界を滅ぼ
すための、主とその憤りの器だ」とイザヤ
が預言しています。

9節で「諸国の民の間で、こう叫べ。聖
戦をふれよ。勇士たちを奮い立たせよ」と
言っています。これは多くの国々で、反キ
リストの刻印から逃れて生活していた人々
であったでしょう。兵士ではありませんが、
主が「勇士だ」と呼ばれた者たちです。
10節では、「あなたがたの鋤を剣に、

あなたがたのかまを槍に、打ち直せ」と、
彼らが農作をしていた器具を、武器につ
くり変えよと、主が命令されました。同じ
く10節で、「弱い者に『私は勇士だ』と言
わせよ」と、反キリストから隠れて過ごし
てきた弱い者たちも、「勇士だ」と言える
勇気と力が与えられているようです。
11節では、「回りのすべての国々よ。

急いで来て、そこに集まれ。──主よ。あ
なたの勇士たちを下してください──」と
言っています。殉教を逃れた人々が、反
キリストの独裁に疲れ果て、祈っています。
そして12節、「諸国の民は起き上がり、
ヨシャパテの谷に上って来い」とイエス様
は言われます。バビロン崩壊後、エルサ
レムのヨシャパテの谷の所で、諸国の民、
すなわち異邦人たちが戦います。戦いに
慣れていない、兵士ではない者たちには
勝ち目はなさそうに見えますが、主イエス
様がボツラの戦いを終えて、エルサレムに
来られます。ゆえに、勝利は確定です。

バビロンの完全崩壊
イザヤ書13章19節から20節、「こう

して、王国の誉れ、カルデヤ人の誇らか
な栄えであるバビロンは、神がソドム、ゴ
モラを滅ぼした時のようになる。そこには
永久に住む者もなく、代々にわたり、住
みつく者もなく、アラビヤ人も、そこには
天幕を張らず、牧者たちも、そこには群
れを伏させない」

19節で、「王国の誉れ、カルデヤ人の
誇らかな栄えであるバビロンは、神がソド
ム、ゴモラを滅ぼした時のようになる」と
記されています。イスラエルの地に行きま
すと、死海のそばにソドムとゴモラがあっ
たと言われている所は、草一本生えてい
ない、荒れ果ててどこも住めない所で、
誰も近付きません。
ソドムとゴモラは、創世記13章10節に、

「主がソドムとゴモラを滅ぼされる以前で
あったので、その地はツォアルのほうに至
るまで、主の園のように、またエジプトの
地のように、どこもよく潤っていた」と書
かれているエデンの園のような所だったの
です。

ユダの手紙1章7節では、「ソドム、ゴ
モラおよび周囲の町 も々彼らと同じように、
好色にふけり、不自然な肉欲を追い求め
たので、永遠の火の刑罰を受けて、みせ
しめにされています」、このように、バビ
ロンも荒れ果てたソドムとゴモラのように
なり、メシア王国では、破壊されたバビ
ロンの煙が永遠に立ち上り、見せしめと
されます。それは、主イエス様に選ばれ
た勇士たちによって、完全に破壊される
からです。
このような破壊が、もし原爆であった

としたら、誰も近付くことがないでしょ
う。例えば、チェルノブイリの原発事故
によって、あの場所にはもう900年間戻
れないと言われています。バビロンは千
年王国の中で、荒れ果てたままにされる
でしょう。

この地を荒れ果てさせたからだ。ここには
住む者もない。人間から家畜に至るまで
逃げ去った」。これは、人類史上で成就し
たことがありません。この事は、未来の
預言です。主イエス様に選ばれた異邦人
の勇士たちによって、成し遂げられるで
しょう。
ところで、この勇士たちが誰なのかは、
誰にも分かっていません。生き残ってい
る主のしもべたちが、どのようにして互
いに連絡し、一箇所に集結することがで
きるのかは分かりません。しかし、主が
お集めになるのですから、間違いなく勇
士たちは集結し、心を一つにして、反キ
リストの本拠であるバビロンを滅ぼすこ
とでしょう。

黙示録18章4節と5節、「それから、私
は、天からのもう一つの声がこう言うの
を聞いた。『わが民よ。この女から離れ
なさい。その罪にあずからないため、ま
た、その災害を受けないためです。なぜ
なら、彼女の罪は積み重なって天にまで
届き、神は彼女の不正を覚えておられる
からです』」
4節で、「わが民よ。この女から離れな

さい」と神様が言っておられます。ユダヤ
人やイエス様を信じている人々が、バビ
ロンの中で、今も彼らのビジネスに関
わっている様子が

うかが

窺えます。同じく4節
では、「その罪にあずからないため、また、
その災害を受けないためです」と警告され
ています。

この時、大バビロンによる巨大ビジネ
スの巨万の富に、人々は大豪邸や調度品、
贅沢品などの富をすぐに捨て、大バビロ
ンから一刻も早く逃げ出さなければなりま
せん。もしそのまま残るなら、バビロンの
罪のために、自分たちも災いを受け、完
全に巻き込まれてしまいます。

黙示録18章6節から8節、「あなたが
たは、彼女が支払ったものをそのまま彼
女に返し、彼女の行いに応じて二倍にし
て戻しなさい。彼女が混ぜ合わせた杯の
中には、彼女のために二倍の量を混ぜ合
わせなさい。彼女が自分を誇り、好色に
ふけったと同じだけの苦しみと悲しみとを、
彼女に与えなさい。彼女は心の中で『私
は女王の座に着いている者であり、やも
めではないから、悲しみを知らない』と言
うからです。それゆえ一日のうちに、さま
ざまの災害、すなわち死病、悲しみ、飢
えが彼女を襲い、彼女は火で焼き尽くさ
れます。彼女をさばく神である主は力の
強い方だからです」

7節で、「彼女が自分を誇り、好色にふ
けったと同じだけの苦しみと悲しみとを、
彼女に与えなさい」と、主はバビロンを襲
撃して戦った、選ばれた勇士たちに語っ
ておられます。多くの殉教者を出し、そ
の血で酔っていたこの都である大淫婦に、
その苦しみと悲しみを返してやりなさいと、
厳しい神罰がバビロンに注がれます。
7節で、「彼女は心の中で『私は女王の
座に着いている者であり、やもめではな
いから、悲しみを知らない』と言うからで
す」。そしてバビロンは1日で滅びます。

黙示録19章3節、「彼らは再び言った。
『ハレルヤ。彼女の煙は永遠に立ち上る』」
と、バビロンが崩壊しました。その煙は、メ
シア王国の千年間の期間、途切れること
なく見せしめとなります。そして人々は、
喜び賛美します。

黙示録18章8節で「一日のうちに、さ
まざまの災害、すなわち死病、悲しみ、
飢えが彼女を襲い、彼女は火で焼き尽く

されます。彼女をさばく神である主は力の
強い方だからです」。この戦いは、1日で
終わる戦いです。力強い主イエス様が、
勇士たちと共に戦われるからです。
このように、世界統一宗教と世界統一
経済とを動かしてきた大淫婦は、大患難
時代の中間に、反キリストが自分を神と
宣言して新たな宗教を起こしたため、1日
で大バビロンは完全に滅びます。そして、
大患難時代前半に起こった巨大な繁栄は、
大淫婦による世界統一宗教と世界統一経
済システムの本拠となっていた大バビロン
の都のことです。

力強い主が共におられます。主の再臨
を待ち望みつつ、2023年も主と共に歩ん
でまいりましょう。

今号も共に学んでまいりましょう。

備えられていた神の勇士
たちが立ち上がる
これは、7年の大患難時代の最後に起

こる、ハルマゲドン会議の最後の戦いの
時です。反キリストの軍隊が、ヨルダン
のボツラに隠れているユダヤ人たちと、エ
ルサレムやイスラエルの土地に

ひそ

潜んでいる
ユダヤ人たちを、抹殺するために集結し
ている時です。

その時、反キリストの世界統一国家の
首都となっていたバビロンには、軍隊が
ほぼいなくなっていた状態であると考えら
れます。なぜなら、反キリストとその軍勢
は、ハルマゲドンに集結しているからです。
バビロンには、反キリストとその軍勢はい
ません。それゆえ、バビロンは完全に手
薄状態になっていたのです。その隙に、神
様のご介入によって、生き残っていた異邦
人信者の勇士たちが集められ、バビロン
を
かいめつ

壊滅させたのです。

3節で「わたしは怒りを晴らすために、
わたしに聖別された者たちに命じ、また
わたしの勇士、わたしの勝利を誇る者た
ちを呼び集めた」。この、主に聖別された
者たちは、大患難時代に反キリストに従
わず、

ぶつぶつ

物々交換などを行って生き延びてき
た人々だと思われます。この人々は、最
後の戦いのために主によって集められま
した。5節で、「彼らは遠い国、天の果て
からやって来る」という「主とその憤りの
器」です。

ヨエル書3章9節から12節、「諸国の
民の間で、こう叫べ。聖戦をふれよ。勇
士たちを奮い立たせよ。すべての戦士た
ちを集めて上らせよ。あなたがたの鋤を
剣に、あなたがたのかまを槍に、打ち直
せ。弱い者に「私は勇士だ」と言わせよ。
回りのすべての国 よ々。急いで来て、そこ
に集まれ。──主よ。あなたの勇士たちを
下してください──諸国の民は起き上が
り、ヨシャパテの谷に上って来い。わたし
が、そこで、回りのすべての国々をさばく
ために、さばきの座に着くからだ」

贅沢三昧をしていた
大バビロン
エレミヤ書50章1節から3節、「主が
預言者エレミヤを通して、バビロンについ
て、すなわちカルデヤ人の国について語
られたみことば。『諸国の民の間に告げ、
旗を掲げて知らせよ。隠さずに言え。「バ
ビロンは捕らえられた。ベルははずかし
められ、メロダクは砕かれた。その像は
はずかしめられ、その偶像は砕かれた。」
なぜなら、北から一つの国がここに攻め
上り、この地を荒れ果てさせたからだ。
ここには住む者もない。人間から家畜に
至るまで逃げ去った』」

2節で、「諸国の民の間に告げ、旗を掲
げて知らせよ。隠さずに言え。『バビロン
は捕らえられた。ベルははずかしめられ、
メロダクは砕かれた。その像ははずかし
められ、その偶像は砕かれた』」とありま
す。メロダクは、ネブカデネザル王の後
継者でしたが、2年後に暗殺されました。
メロダクという名はヘブライ語です。

シュメール語では、人間とすべてのものを
創造した神をベル・マルドゥクという、バ
ビロンの最も大切な神の名から来ています。
ベルというのはバアルの神の名から来て
おり、「バアルは主」という意味ですから、
この神を主バルドックと呼んでいたと考え
られます。その偶像が、砕かれたことが
預言されています。

3節ではこう言われています。「なぜな
ら、北から一つの国がここに攻め上り、
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ぶどう酒を飲み、地上の王たちは、彼女
と不品行を行い、地上の商人たちは、彼
女の極度の好色によって富を得たからで
ある」と書かれています。地上の王たちや
商人たち、また大淫婦によって、あらゆ
る不品行がなされました。巨大ビジネス
のシステムを構築して、極度の

ぜいたく

贅沢を行っ
たゆえに、この世界大の経済はバビロン
の都で莫大な富を得ました。

大バビロンが倒れる
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）18章
1節から3節、「この後、私は、もうひと
りの御使いが、大きな権威を帯びて、天
から下って来るのを見た。地はその栄光
のために明るくなった。彼は力強い声で
叫んで言った。『倒れた。大バビロンが倒
れた。そして、悪霊の住まい、あらゆる
汚れた霊どもの巣くつ、あらゆる汚れた、
憎むべき鳥どもの巣くつとなった。それは、
すべての国々の民が、彼女の不品行に対
する激しい御怒りのぶどう酒を飲み、地
上の王たちは、彼女と不品行を行い、地
上の商人たちは、彼女の極度の好色に
よって富を得たからである』」

1節で「この後、私は、もうひとりの御
使いが、大きな権威を帯びて、天から下っ
て来るのを見た」とあり、一人の御使いが
重要な発表をするために天から降りてき
ました。
2節では、「倒れた。大バビロンが倒れ

た。そして、悪霊の住まい、あらゆる汚
れた霊どもの巣くつ、あらゆる汚れた、
憎むべき鳥どもの巣くつとなった」と、大
バビロンが倒れ、もはや人々が住めない
状況になっていることを、宣言しています。
人類史上、バビロンがこのような惨状に
なったことは、一度もありません。この事
は、必ず完了される未来の預言です。
3節で、「それは、すべての国々の民が、

彼女の不品行に対する激しい御怒りの

イザヤ書13章3節から5節、「わたし
は怒りを晴らすために、わたしに聖別さ
れた者たちに命じ、またわたしの勇士、
わたしの勝利を誇る者たちを呼び集めた。
聞け。おびただしい民にも似た山々のとど
ろきを。聞け。寄り合った王国、国々の
どよめきを。万軍の主が、軍隊を召集し
ておられるのだ。彼らは遠い国、天の果
てからやって来る。彼らは全世界を滅ぼ
すための、主とその憤りの器だ」とイザヤ
が預言しています。

9節で「諸国の民の間で、こう叫べ。聖
戦をふれよ。勇士たちを奮い立たせよ」と
言っています。これは多くの国々で、反キ
リストの刻印から逃れて生活していた人々
であったでしょう。兵士ではありませんが、
主が「勇士だ」と呼ばれた者たちです。
10節では、「あなたがたの鋤を剣に、

あなたがたのかまを槍に、打ち直せ」と、
彼らが農作をしていた器具を、武器につ
くり変えよと、主が命令されました。同じ
く10節で、「弱い者に『私は勇士だ』と言
わせよ」と、反キリストから隠れて過ごし
てきた弱い者たちも、「勇士だ」と言える
勇気と力が与えられているようです。
11節では、「回りのすべての国々よ。

急いで来て、そこに集まれ。──主よ。あ
なたの勇士たちを下してください──」と
言っています。殉教を逃れた人々が、反
キリストの独裁に疲れ果て、祈っています。
そして12節、「諸国の民は起き上がり、
ヨシャパテの谷に上って来い」とイエス様
は言われます。バビロン崩壊後、エルサ
レムのヨシャパテの谷の所で、諸国の民、
すなわち異邦人たちが戦います。戦いに
慣れていない、兵士ではない者たちには
勝ち目はなさそうに見えますが、主イエス
様がボツラの戦いを終えて、エルサレムに
来られます。ゆえに、勝利は確定です。

バビロンの完全崩壊
イザヤ書13章19節から20節、「こう

して、王国の誉れ、カルデヤ人の誇らか
な栄えであるバビロンは、神がソドム、ゴ
モラを滅ぼした時のようになる。そこには
永久に住む者もなく、代々にわたり、住
みつく者もなく、アラビヤ人も、そこには
天幕を張らず、牧者たちも、そこには群
れを伏させない」

19節で、「王国の誉れ、カルデヤ人の
誇らかな栄えであるバビロンは、神がソド
ム、ゴモラを滅ぼした時のようになる」と
記されています。イスラエルの地に行きま
すと、死海のそばにソドムとゴモラがあっ
たと言われている所は、草一本生えてい
ない、荒れ果ててどこも住めない所で、
誰も近付きません。
ソドムとゴモラは、創世記13章10節に、

「主がソドムとゴモラを滅ぼされる以前で
あったので、その地はツォアルのほうに至
るまで、主の園のように、またエジプトの
地のように、どこもよく潤っていた」と書
かれているエデンの園のような所だったの
です。

ユダの手紙1章7節では、「ソドム、ゴ
モラおよび周囲の町 も々彼らと同じように、
好色にふけり、不自然な肉欲を追い求め
たので、永遠の火の刑罰を受けて、みせ
しめにされています」、このように、バビ
ロンも荒れ果てたソドムとゴモラのように
なり、メシア王国では、破壊されたバビ
ロンの煙が永遠に立ち上り、見せしめと
されます。それは、主イエス様に選ばれ
た勇士たちによって、完全に破壊される
からです。
このような破壊が、もし原爆であった

としたら、誰も近付くことがないでしょ
う。例えば、チェルノブイリの原発事故
によって、あの場所にはもう900年間戻
れないと言われています。バビロンは千
年王国の中で、荒れ果てたままにされる
でしょう。

この地を荒れ果てさせたからだ。ここには
住む者もない。人間から家畜に至るまで
逃げ去った」。これは、人類史上で成就し
たことがありません。この事は、未来の
預言です。主イエス様に選ばれた異邦人
の勇士たちによって、成し遂げられるで
しょう。
ところで、この勇士たちが誰なのかは、
誰にも分かっていません。生き残ってい
る主のしもべたちが、どのようにして互
いに連絡し、一箇所に集結することがで
きるのかは分かりません。しかし、主が
お集めになるのですから、間違いなく勇
士たちは集結し、心を一つにして、反キ
リストの本拠であるバビロンを滅ぼすこ
とでしょう。

黙示録18章4節と5節、「それから、私
は、天からのもう一つの声がこう言うの
を聞いた。『わが民よ。この女から離れ
なさい。その罪にあずからないため、ま
た、その災害を受けないためです。なぜ
なら、彼女の罪は積み重なって天にまで
届き、神は彼女の不正を覚えておられる
からです』」
4節で、「わが民よ。この女から離れな

さい」と神様が言っておられます。ユダヤ
人やイエス様を信じている人々が、バビ
ロンの中で、今も彼らのビジネスに関
わっている様子が

うかが

窺えます。同じく4節
では、「その罪にあずからないため、また、
その災害を受けないためです」と警告され
ています。

この時、大バビロンによる巨大ビジネ
スの巨万の富に、人々は大豪邸や調度品、
贅沢品などの富をすぐに捨て、大バビロ
ンから一刻も早く逃げ出さなければなりま
せん。もしそのまま残るなら、バビロンの
罪のために、自分たちも災いを受け、完
全に巻き込まれてしまいます。

黙示録18章6節から8節、「あなたが
たは、彼女が支払ったものをそのまま彼
女に返し、彼女の行いに応じて二倍にし
て戻しなさい。彼女が混ぜ合わせた杯の
中には、彼女のために二倍の量を混ぜ合
わせなさい。彼女が自分を誇り、好色に
ふけったと同じだけの苦しみと悲しみとを、
彼女に与えなさい。彼女は心の中で『私
は女王の座に着いている者であり、やも
めではないから、悲しみを知らない』と言
うからです。それゆえ一日のうちに、さま
ざまの災害、すなわち死病、悲しみ、飢
えが彼女を襲い、彼女は火で焼き尽くさ
れます。彼女をさばく神である主は力の
強い方だからです」

7節で、「彼女が自分を誇り、好色にふ
けったと同じだけの苦しみと悲しみとを、
彼女に与えなさい」と、主はバビロンを襲
撃して戦った、選ばれた勇士たちに語っ
ておられます。多くの殉教者を出し、そ
の血で酔っていたこの都である大淫婦に、
その苦しみと悲しみを返してやりなさいと、
厳しい神罰がバビロンに注がれます。
7節で、「彼女は心の中で『私は女王の
座に着いている者であり、やもめではな
いから、悲しみを知らない』と言うからで
す」。そしてバビロンは1日で滅びます。

黙示録19章3節、「彼らは再び言った。
『ハレルヤ。彼女の煙は永遠に立ち上る』」
と、バビロンが崩壊しました。その煙は、メ
シア王国の千年間の期間、途切れること
なく見せしめとなります。そして人々は、
喜び賛美します。

黙示録18章8節で「一日のうちに、さ
まざまの災害、すなわち死病、悲しみ、
飢えが彼女を襲い、彼女は火で焼き尽く

されます。彼女をさばく神である主は力の
強い方だからです」。この戦いは、1日で
終わる戦いです。力強い主イエス様が、
勇士たちと共に戦われるからです。
このように、世界統一宗教と世界統一
経済とを動かしてきた大淫婦は、大患難
時代の中間に、反キリストが自分を神と
宣言して新たな宗教を起こしたため、1日
で大バビロンは完全に滅びます。そして、
大患難時代前半に起こった巨大な繁栄は、
大淫婦による世界統一宗教と世界統一経
済システムの本拠となっていた大バビロン
の都のことです。

力強い主が共におられます。主の再臨
を待ち望みつつ、2023年も主と共に歩ん
でまいりましょう。

今号も共に学んでまいりましょう。

備えられていた神の勇士
たちが立ち上がる
これは、7年の大患難時代の最後に起
こる、ハルマゲドン会議の最後の戦いの
時です。反キリストの軍隊が、ヨルダン
のボツラに隠れているユダヤ人たちと、エ
ルサレムやイスラエルの土地に

ひそ

潜んでいる
ユダヤ人たちを、抹殺するために集結し
ている時です。

その時、反キリストの世界統一国家の
首都となっていたバビロンには、軍隊が
ほぼいなくなっていた状態であると考えら
れます。なぜなら、反キリストとその軍勢
は、ハルマゲドンに集結しているからです。
バビロンには、反キリストとその軍勢はい
ません。それゆえ、バビロンは完全に手
薄状態になっていたのです。その隙に、神
様のご介入によって、生き残っていた異邦
人信者の勇士たちが集められ、バビロン
を
かいめつ

壊滅させたのです。

3節で「わたしは怒りを晴らすために、
わたしに聖別された者たちに命じ、また
わたしの勇士、わたしの勝利を誇る者た
ちを呼び集めた」。この、主に聖別された
者たちは、大患難時代に反キリストに従
わず、

ぶつぶつ

物々交換などを行って生き延びてき
た人々だと思われます。この人々は、最
後の戦いのために主によって集められま
した。5節で、「彼らは遠い国、天の果て
からやって来る」という「主とその憤りの
器」です。

ヨエル書3章9節から12節、「諸国の
民の間で、こう叫べ。聖戦をふれよ。勇
士たちを奮い立たせよ。すべての戦士た
ちを集めて上らせよ。あなたがたの鋤を
剣に、あなたがたのかまを槍に、打ち直
せ。弱い者に「私は勇士だ」と言わせよ。
回りのすべての国 よ々。急いで来て、そこ
に集まれ。──主よ。あなたの勇士たちを
下してください──諸国の民は起き上が
り、ヨシャパテの谷に上って来い。わたし
が、そこで、回りのすべての国々をさばく
ために、さばきの座に着くからだ」

贅沢三昧をしていた
大バビロン
エレミヤ書50章1節から3節、「主が
預言者エレミヤを通して、バビロンについ
て、すなわちカルデヤ人の国について語
られたみことば。『諸国の民の間に告げ、
旗を掲げて知らせよ。隠さずに言え。「バ
ビロンは捕らえられた。ベルははずかし
められ、メロダクは砕かれた。その像は
はずかしめられ、その偶像は砕かれた。」
なぜなら、北から一つの国がここに攻め
上り、この地を荒れ果てさせたからだ。
ここには住む者もない。人間から家畜に
至るまで逃げ去った』」

2節で、「諸国の民の間に告げ、旗を掲
げて知らせよ。隠さずに言え。『バビロン
は捕らえられた。ベルははずかしめられ、
メロダクは砕かれた。その像ははずかし
められ、その偶像は砕かれた』」とありま
す。メロダクは、ネブカデネザル王の後
継者でしたが、2年後に暗殺されました。
メロダクという名はヘブライ語です。

シュメール語では、人間とすべてのものを
創造した神をベル・マルドゥクという、バ
ビロンの最も大切な神の名から来ています。
ベルというのはバアルの神の名から来て
おり、「バアルは主」という意味ですから、
この神を主バルドックと呼んでいたと考え
られます。その偶像が、砕かれたことが
預言されています。

3節ではこう言われています。「なぜな
ら、北から一つの国がここに攻め上り、
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ぶどう酒を飲み、地上の王たちは、彼女
と不品行を行い、地上の商人たちは、彼
女の極度の好色によって富を得たからで
ある」と書かれています。地上の王たちや
商人たち、また大淫婦によって、あらゆ
る不品行がなされました。巨大ビジネス
のシステムを構築して、極度の

ぜいたく

贅沢を行っ
たゆえに、この世界大の経済はバビロン
の都で莫大な富を得ました。

大バビロンが倒れる
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）18章
1節から3節、「この後、私は、もうひと
りの御使いが、大きな権威を帯びて、天
から下って来るのを見た。地はその栄光
のために明るくなった。彼は力強い声で
叫んで言った。『倒れた。大バビロンが倒
れた。そして、悪霊の住まい、あらゆる
汚れた霊どもの巣くつ、あらゆる汚れた、
憎むべき鳥どもの巣くつとなった。それは、
すべての国々の民が、彼女の不品行に対
する激しい御怒りのぶどう酒を飲み、地
上の王たちは、彼女と不品行を行い、地
上の商人たちは、彼女の極度の好色に
よって富を得たからである』」

1節で「この後、私は、もうひとりの御
使いが、大きな権威を帯びて、天から下っ
て来るのを見た」とあり、一人の御使いが
重要な発表をするために天から降りてき
ました。
2節では、「倒れた。大バビロンが倒れ

た。そして、悪霊の住まい、あらゆる汚
れた霊どもの巣くつ、あらゆる汚れた、
憎むべき鳥どもの巣くつとなった」と、大
バビロンが倒れ、もはや人々が住めない
状況になっていることを、宣言しています。
人類史上、バビロンがこのような惨状に
なったことは、一度もありません。この事
は、必ず完了される未来の預言です。
3節で、「それは、すべての国々の民が、
彼女の不品行に対する激しい御怒りの

イザヤ書13章3節から5節、「わたし
は怒りを晴らすために、わたしに聖別さ
れた者たちに命じ、またわたしの勇士、
わたしの勝利を誇る者たちを呼び集めた。
聞け。おびただしい民にも似た山々のとど
ろきを。聞け。寄り合った王国、国々の
どよめきを。万軍の主が、軍隊を召集し
ておられるのだ。彼らは遠い国、天の果
てからやって来る。彼らは全世界を滅ぼ
すための、主とその憤りの器だ」とイザヤ
が預言しています。

9節で「諸国の民の間で、こう叫べ。聖
戦をふれよ。勇士たちを奮い立たせよ」と
言っています。これは多くの国々で、反キ
リストの刻印から逃れて生活していた人々
であったでしょう。兵士ではありませんが、
主が「勇士だ」と呼ばれた者たちです。
10節では、「あなたがたの鋤を剣に、

あなたがたのかまを槍に、打ち直せ」と、
彼らが農作をしていた器具を、武器につ
くり変えよと、主が命令されました。同じ
く10節で、「弱い者に『私は勇士だ』と言
わせよ」と、反キリストから隠れて過ごし
てきた弱い者たちも、「勇士だ」と言える
勇気と力が与えられているようです。
11節では、「回りのすべての国々よ。
急いで来て、そこに集まれ。──主よ。あ
なたの勇士たちを下してください──」と
言っています。殉教を逃れた人々が、反
キリストの独裁に疲れ果て、祈っています。
そして12節、「諸国の民は起き上がり、
ヨシャパテの谷に上って来い」とイエス様
は言われます。バビロン崩壊後、エルサ
レムのヨシャパテの谷の所で、諸国の民、
すなわち異邦人たちが戦います。戦いに
慣れていない、兵士ではない者たちには
勝ち目はなさそうに見えますが、主イエス
様がボツラの戦いを終えて、エルサレムに
来られます。ゆえに、勝利は確定です。

バビロンの完全崩壊
イザヤ書13章19節から20節、「こう

して、王国の誉れ、カルデヤ人の誇らか
な栄えであるバビロンは、神がソドム、ゴ
モラを滅ぼした時のようになる。そこには
永久に住む者もなく、代々にわたり、住
みつく者もなく、アラビヤ人も、そこには
天幕を張らず、牧者たちも、そこには群
れを伏させない」

19節で、「王国の誉れ、カルデヤ人の
誇らかな栄えであるバビロンは、神がソド
ム、ゴモラを滅ぼした時のようになる」と
記されています。イスラエルの地に行きま
すと、死海のそばにソドムとゴモラがあっ
たと言われている所は、草一本生えてい
ない、荒れ果ててどこも住めない所で、
誰も近付きません。
ソドムとゴモラは、創世記13章10節に、

「主がソドムとゴモラを滅ぼされる以前で
あったので、その地はツォアルのほうに至
るまで、主の園のように、またエジプトの
地のように、どこもよく潤っていた」と書
かれているエデンの園のような所だったの
です。

ユダの手紙1章7節では、「ソドム、ゴ
モラおよび周囲の町 も々彼らと同じように、
好色にふけり、不自然な肉欲を追い求め
たので、永遠の火の刑罰を受けて、みせ
しめにされています」、このように、バビ
ロンも荒れ果てたソドムとゴモラのように
なり、メシア王国では、破壊されたバビ
ロンの煙が永遠に立ち上り、見せしめと
されます。それは、主イエス様に選ばれ
た勇士たちによって、完全に破壊される
からです。
このような破壊が、もし原爆であった

としたら、誰も近付くことがないでしょ
う。例えば、チェルノブイリの原発事故
によって、あの場所にはもう900年間戻
れないと言われています。バビロンは千
年王国の中で、荒れ果てたままにされる
でしょう。

この地を荒れ果てさせたからだ。ここには
住む者もない。人間から家畜に至るまで
逃げ去った」。これは、人類史上で成就し
たことがありません。この事は、未来の
預言です。主イエス様に選ばれた異邦人
の勇士たちによって、成し遂げられるで
しょう。
ところで、この勇士たちが誰なのかは、
誰にも分かっていません。生き残ってい
る主のしもべたちが、どのようにして互
いに連絡し、一箇所に集結することがで
きるのかは分かりません。しかし、主が
お集めになるのですから、間違いなく勇
士たちは集結し、心を一つにして、反キ
リストの本拠であるバビロンを滅ぼすこ
とでしょう。

黙示録18章4節と5節、「それから、私
は、天からのもう一つの声がこう言うの
を聞いた。『わが民よ。この女から離れ
なさい。その罪にあずからないため、ま
た、その災害を受けないためです。なぜ
なら、彼女の罪は積み重なって天にまで
届き、神は彼女の不正を覚えておられる
からです』」
4節で、「わが民よ。この女から離れな

さい」と神様が言っておられます。ユダヤ
人やイエス様を信じている人々が、バビ
ロンの中で、今も彼らのビジネスに関
わっている様子が

うかが

窺えます。同じく4節
では、「その罪にあずからないため、また、
その災害を受けないためです」と警告され
ています。

この時、大バビロンによる巨大ビジネ
スの巨万の富に、人々は大豪邸や調度品、
贅沢品などの富をすぐに捨て、大バビロ
ンから一刻も早く逃げ出さなければなりま
せん。もしそのまま残るなら、バビロンの
罪のために、自分たちも災いを受け、完
全に巻き込まれてしまいます。

黙示録18章6節から8節、「あなたが
たは、彼女が支払ったものをそのまま彼
女に返し、彼女の行いに応じて二倍にし
て戻しなさい。彼女が混ぜ合わせた杯の
中には、彼女のために二倍の量を混ぜ合
わせなさい。彼女が自分を誇り、好色に
ふけったと同じだけの苦しみと悲しみとを、
彼女に与えなさい。彼女は心の中で『私
は女王の座に着いている者であり、やも
めではないから、悲しみを知らない』と言
うからです。それゆえ一日のうちに、さま
ざまの災害、すなわち死病、悲しみ、飢
えが彼女を襲い、彼女は火で焼き尽くさ
れます。彼女をさばく神である主は力の
強い方だからです」

7節で、「彼女が自分を誇り、好色にふ
けったと同じだけの苦しみと悲しみとを、
彼女に与えなさい」と、主はバビロンを襲
撃して戦った、選ばれた勇士たちに語っ
ておられます。多くの殉教者を出し、そ
の血で酔っていたこの都である大淫婦に、
その苦しみと悲しみを返してやりなさいと、
厳しい神罰がバビロンに注がれます。
7節で、「彼女は心の中で『私は女王の

座に着いている者であり、やもめではな
いから、悲しみを知らない』と言うからで
す」。そしてバビロンは1日で滅びます。

黙示録19章3節、「彼らは再び言った。
『ハレルヤ。彼女の煙は永遠に立ち上る』」
と、バビロンが崩壊しました。その煙は、メ
シア王国の千年間の期間、途切れること
なく見せしめとなります。そして人々は、
喜び賛美します。

黙示録18章8節で「一日のうちに、さ
まざまの災害、すなわち死病、悲しみ、
飢えが彼女を襲い、彼女は火で焼き尽く

されます。彼女をさばく神である主は力の
強い方だからです」。この戦いは、1日で
終わる戦いです。力強い主イエス様が、
勇士たちと共に戦われるからです。
このように、世界統一宗教と世界統一
経済とを動かしてきた大淫婦は、大患難
時代の中間に、反キリストが自分を神と
宣言して新たな宗教を起こしたため、1日
で大バビロンは完全に滅びます。そして、
大患難時代前半に起こった巨大な繁栄は、
大淫婦による世界統一宗教と世界統一経
済システムの本拠となっていた大バビロン
の都のことです。

力強い主が共におられます。主の再臨
を待ち望みつつ、2023年も主と共に歩ん
でまいりましょう。

備えられていた神の勇士
たちが立ち上がる
これは、7年の大患難時代の最後に起

こる、ハルマゲドン会議の最後の戦いの
時です。反キリストの軍隊が、ヨルダン
のボツラに隠れているユダヤ人たちと、エ
ルサレムやイスラエルの土地に

ひそ

潜んでいる
ユダヤ人たちを、抹殺するために集結し
ている時です。

その時、反キリストの世界統一国家の
首都となっていたバビロンには、軍隊が
ほぼいなくなっていた状態であると考えら
れます。なぜなら、反キリストとその軍勢
は、ハルマゲドンに集結しているからです。
バビロンには、反キリストとその軍勢はい
ません。それゆえ、バビロンは完全に手
薄状態になっていたのです。その隙に、神
様のご介入によって、生き残っていた異邦
人信者の勇士たちが集められ、バビロン
を
かいめつ

壊滅させたのです。

3節で「わたしは怒りを晴らすために、
わたしに聖別された者たちに命じ、また
わたしの勇士、わたしの勝利を誇る者た
ちを呼び集めた」。この、主に聖別された
者たちは、大患難時代に反キリストに従
わず、

ぶつぶつ

物々交換などを行って生き延びてき
た人々だと思われます。この人々は、最
後の戦いのために主によって集められま
した。5節で、「彼らは遠い国、天の果て
からやって来る」という「主とその憤りの
器」です。

ヨエル書3章9節から12節、「諸国の
民の間で、こう叫べ。聖戦をふれよ。勇
士たちを奮い立たせよ。すべての戦士た
ちを集めて上らせよ。あなたがたの鋤を
剣に、あなたがたのかまを槍に、打ち直
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り、ヨシャパテの谷に上って来い。わたし
が、そこで、回りのすべての国々をさばく
ために、さばきの座に着くからだ」

贅沢三昧をしていた
大バビロン
エレミヤ書50章1節から3節、「主が
預言者エレミヤを通して、バビロンについ
て、すなわちカルデヤ人の国について語
られたみことば。『諸国の民の間に告げ、
旗を掲げて知らせよ。隠さずに言え。「バ
ビロンは捕らえられた。ベルははずかし
められ、メロダクは砕かれた。その像は
はずかしめられ、その偶像は砕かれた。」
なぜなら、北から一つの国がここに攻め
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められ、その偶像は砕かれた』」とありま
す。メロダクは、ネブカデネザル王の後
継者でしたが、2年後に暗殺されました。
メロダクという名はヘブライ語です。

シュメール語では、人間とすべてのものを
創造した神をベル・マルドゥクという、バ
ビロンの最も大切な神の名から来ています。
ベルというのはバアルの神の名から来て
おり、「バアルは主」という意味ですから、
この神を主バルドックと呼んでいたと考え
られます。その偶像が、砕かれたことが
預言されています。

3節ではこう言われています。「なぜな
ら、北から一つの国がここに攻め上り、
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は、必ず完了される未来の預言です。
3節で、「それは、すべての国々の民が、
彼女の不品行に対する激しい御怒りの

イザヤ書13章3節から5節、「わたし
は怒りを晴らすために、わたしに聖別さ
れた者たちに命じ、またわたしの勇士、
わたしの勝利を誇る者たちを呼び集めた。
聞け。おびただしい民にも似た山々のとど
ろきを。聞け。寄り合った王国、国々の
どよめきを。万軍の主が、軍隊を召集し
ておられるのだ。彼らは遠い国、天の果
てからやって来る。彼らは全世界を滅ぼ
すための、主とその憤りの器だ」とイザヤ
が預言しています。

9節で「諸国の民の間で、こう叫べ。聖
戦をふれよ。勇士たちを奮い立たせよ」と
言っています。これは多くの国々で、反キ
リストの刻印から逃れて生活していた人々
であったでしょう。兵士ではありませんが、
主が「勇士だ」と呼ばれた者たちです。
10節では、「あなたがたの鋤を剣に、

あなたがたのかまを槍に、打ち直せ」と、
彼らが農作をしていた器具を、武器につ
くり変えよと、主が命令されました。同じ
く10節で、「弱い者に『私は勇士だ』と言
わせよ」と、反キリストから隠れて過ごし
てきた弱い者たちも、「勇士だ」と言える
勇気と力が与えられているようです。
11節では、「回りのすべての国々よ。

急いで来て、そこに集まれ。──主よ。あ
なたの勇士たちを下してください──」と
言っています。殉教を逃れた人々が、反
キリストの独裁に疲れ果て、祈っています。
そして12節、「諸国の民は起き上がり、
ヨシャパテの谷に上って来い」とイエス様
は言われます。バビロン崩壊後、エルサ
レムのヨシャパテの谷の所で、諸国の民、
すなわち異邦人たちが戦います。戦いに
慣れていない、兵士ではない者たちには
勝ち目はなさそうに見えますが、主イエス
様がボツラの戦いを終えて、エルサレムに
来られます。ゆえに、勝利は確定です。

バビロンの完全崩壊
イザヤ書13章19節から20節、「こう

して、王国の誉れ、カルデヤ人の誇らか
な栄えであるバビロンは、神がソドム、ゴ
モラを滅ぼした時のようになる。そこには
永久に住む者もなく、代々にわたり、住
みつく者もなく、アラビヤ人も、そこには
天幕を張らず、牧者たちも、そこには群
れを伏させない」

19節で、「王国の誉れ、カルデヤ人の
誇らかな栄えであるバビロンは、神がソド
ム、ゴモラを滅ぼした時のようになる」と
記されています。イスラエルの地に行きま
すと、死海のそばにソドムとゴモラがあっ
たと言われている所は、草一本生えてい
ない、荒れ果ててどこも住めない所で、
誰も近付きません。
ソドムとゴモラは、創世記13章10節に、

「主がソドムとゴモラを滅ぼされる以前で
あったので、その地はツォアルのほうに至
るまで、主の園のように、またエジプトの
地のように、どこもよく潤っていた」と書
かれているエデンの園のような所だったの
です。

ユダの手紙1章7節では、「ソドム、ゴ
モラおよび周囲の町 も々彼らと同じように、
好色にふけり、不自然な肉欲を追い求め
たので、永遠の火の刑罰を受けて、みせ
しめにされています」、このように、バビ
ロンも荒れ果てたソドムとゴモラのように
なり、メシア王国では、破壊されたバビ
ロンの煙が永遠に立ち上り、見せしめと
されます。それは、主イエス様に選ばれ
た勇士たちによって、完全に破壊される
からです。
このような破壊が、もし原爆であった

としたら、誰も近付くことがないでしょ
う。例えば、チェルノブイリの原発事故
によって、あの場所にはもう900年間戻
れないと言われています。バビロンは千
年王国の中で、荒れ果てたままにされる
でしょう。

この地を荒れ果てさせたからだ。ここには
住む者もない。人間から家畜に至るまで
逃げ去った」。これは、人類史上で成就し
たことがありません。この事は、未来の
預言です。主イエス様に選ばれた異邦人
の勇士たちによって、成し遂げられるで
しょう。
ところで、この勇士たちが誰なのかは、
誰にも分かっていません。生き残ってい
る主のしもべたちが、どのようにして互
いに連絡し、一箇所に集結することがで
きるのかは分かりません。しかし、主が
お集めになるのですから、間違いなく勇
士たちは集結し、心を一つにして、反キ
リストの本拠であるバビロンを滅ぼすこ
とでしょう。

黙示録18章4節と5節、「それから、私
は、天からのもう一つの声がこう言うの
を聞いた。『わが民よ。この女から離れ
なさい。その罪にあずからないため、ま
た、その災害を受けないためです。なぜ
なら、彼女の罪は積み重なって天にまで
届き、神は彼女の不正を覚えておられる
からです』」
4節で、「わが民よ。この女から離れな

さい」と神様が言っておられます。ユダヤ
人やイエス様を信じている人々が、バビ
ロンの中で、今も彼らのビジネスに関
わっている様子が

うかが

窺えます。同じく4節
では、「その罪にあずからないため、また、
その災害を受けないためです」と警告され
ています。

この時、大バビロンによる巨大ビジネ
スの巨万の富に、人々は大豪邸や調度品、
贅沢品などの富をすぐに捨て、大バビロ
ンから一刻も早く逃げ出さなければなりま
せん。もしそのまま残るなら、バビロンの
罪のために、自分たちも災いを受け、完
全に巻き込まれてしまいます。

黙示録18章6節から8節、「あなたが
たは、彼女が支払ったものをそのまま彼
女に返し、彼女の行いに応じて二倍にし
て戻しなさい。彼女が混ぜ合わせた杯の
中には、彼女のために二倍の量を混ぜ合
わせなさい。彼女が自分を誇り、好色に
ふけったと同じだけの苦しみと悲しみとを、
彼女に与えなさい。彼女は心の中で『私
は女王の座に着いている者であり、やも
めではないから、悲しみを知らない』と言
うからです。それゆえ一日のうちに、さま
ざまの災害、すなわち死病、悲しみ、飢
えが彼女を襲い、彼女は火で焼き尽くさ
れます。彼女をさばく神である主は力の
強い方だからです」

7節で、「彼女が自分を誇り、好色にふ
けったと同じだけの苦しみと悲しみとを、
彼女に与えなさい」と、主はバビロンを襲
撃して戦った、選ばれた勇士たちに語っ
ておられます。多くの殉教者を出し、そ
の血で酔っていたこの都である大淫婦に、
その苦しみと悲しみを返してやりなさいと、
厳しい神罰がバビロンに注がれます。
7節で、「彼女は心の中で『私は女王の
座に着いている者であり、やもめではな
いから、悲しみを知らない』と言うからで
す」。そしてバビロンは1日で滅びます。

黙示録19章3節、「彼らは再び言った。
『ハレルヤ。彼女の煙は永遠に立ち上る』」
と、バビロンが崩壊しました。その煙は、メ
シア王国の千年間の期間、途切れること
なく見せしめとなります。そして人々は、
喜び賛美します。

黙示録18章8節で「一日のうちに、さ
まざまの災害、すなわち死病、悲しみ、
飢えが彼女を襲い、彼女は火で焼き尽く

されます。彼女をさばく神である主は力の
強い方だからです」。この戦いは、1日で
終わる戦いです。力強い主イエス様が、
勇士たちと共に戦われるからです。
このように、世界統一宗教と世界統一
経済とを動かしてきた大淫婦は、大患難
時代の中間に、反キリストが自分を神と
宣言して新たな宗教を起こしたため、1日
で大バビロンは完全に滅びます。そして、
大患難時代前半に起こった巨大な繁栄は、
大淫婦による世界統一宗教と世界統一経
済システムの本拠となっていた大バビロン
の都のことです。

力強い主が共におられます。主の再臨
を待ち望みつつ、2023年も主と共に歩ん
でまいりましょう。

備えられていた神の勇士
たちが立ち上がる
これは、7年の大患難時代の最後に起
こる、ハルマゲドン会議の最後の戦いの
時です。反キリストの軍隊が、ヨルダン
のボツラに隠れているユダヤ人たちと、エ
ルサレムやイスラエルの土地に

ひそ

潜んでいる
ユダヤ人たちを、抹殺するために集結し
ている時です。

その時、反キリストの世界統一国家の
首都となっていたバビロンには、軍隊が
ほぼいなくなっていた状態であると考えら
れます。なぜなら、反キリストとその軍勢
は、ハルマゲドンに集結しているからです。
バビロンには、反キリストとその軍勢はい
ません。それゆえ、バビロンは完全に手
薄状態になっていたのです。その隙に、神
様のご介入によって、生き残っていた異邦
人信者の勇士たちが集められ、バビロン
を
かいめつ

壊滅させたのです。

3節で「わたしは怒りを晴らすために、
わたしに聖別された者たちに命じ、また
わたしの勇士、わたしの勝利を誇る者た
ちを呼び集めた」。この、主に聖別された
者たちは、大患難時代に反キリストに従
わず、

ぶつぶつ

物々交換などを行って生き延びてき
た人々だと思われます。この人々は、最
後の戦いのために主によって集められま
した。5節で、「彼らは遠い国、天の果て
からやって来る」という「主とその憤りの
器」です。

ヨエル書3章9節から12節、「諸国の
民の間で、こう叫べ。聖戦をふれよ。勇
士たちを奮い立たせよ。すべての戦士た
ちを集めて上らせよ。あなたがたの鋤を
剣に、あなたがたのかまを槍に、打ち直
せ。弱い者に「私は勇士だ」と言わせよ。
回りのすべての国 よ々。急いで来て、そこ
に集まれ。──主よ。あなたの勇士たちを
下してください──諸国の民は起き上が
り、ヨシャパテの谷に上って来い。わたし
が、そこで、回りのすべての国々をさばく
ために、さばきの座に着くからだ」

贅沢三昧をしていた
大バビロン
エレミヤ書50章1節から3節、「主が
預言者エレミヤを通して、バビロンについ
て、すなわちカルデヤ人の国について語
られたみことば。『諸国の民の間に告げ、
旗を掲げて知らせよ。隠さずに言え。「バ
ビロンは捕らえられた。ベルははずかし
められ、メロダクは砕かれた。その像は
はずかしめられ、その偶像は砕かれた。」
なぜなら、北から一つの国がここに攻め
上り、この地を荒れ果てさせたからだ。
ここには住む者もない。人間から家畜に
至るまで逃げ去った』」

2節で、「諸国の民の間に告げ、旗を掲
げて知らせよ。隠さずに言え。『バビロン
は捕らえられた。ベルははずかしめられ、
メロダクは砕かれた。その像ははずかし
められ、その偶像は砕かれた』」とありま
す。メロダクは、ネブカデネザル王の後
継者でしたが、2年後に暗殺されました。
メロダクという名はヘブライ語です。

シュメール語では、人間とすべてのものを
創造した神をベル・マルドゥクという、バ
ビロンの最も大切な神の名から来ています。
ベルというのはバアルの神の名から来て
おり、「バアルは主」という意味ですから、
この神を主バルドックと呼んでいたと考え
られます。その偶像が、砕かれたことが
預言されています。

3節ではこう言われています。「なぜな
ら、北から一つの国がここに攻め上り、
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主の恵みの年を
告げ知らされる年となりますように

ぶどう酒を飲み、地上の王たちは、彼女
と不品行を行い、地上の商人たちは、彼
女の極度の好色によって富を得たからで
ある」と書かれています。地上の王たちや
商人たち、また大淫婦によって、あらゆ
る不品行がなされました。巨大ビジネス
のシステムを構築して、極度の

ぜいたく

贅沢を行っ
たゆえに、この世界大の経済はバビロン
の都で莫大な富を得ました。

大バビロンが倒れる
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）18章
1節から3節、「この後、私は、もうひと
りの御使いが、大きな権威を帯びて、天
から下って来るのを見た。地はその栄光
のために明るくなった。彼は力強い声で
叫んで言った。『倒れた。大バビロンが倒
れた。そして、悪霊の住まい、あらゆる
汚れた霊どもの巣くつ、あらゆる汚れた、
憎むべき鳥どもの巣くつとなった。それは、
すべての国々の民が、彼女の不品行に対
する激しい御怒りのぶどう酒を飲み、地
上の王たちは、彼女と不品行を行い、地
上の商人たちは、彼女の極度の好色に
よって富を得たからである』」

1節で「この後、私は、もうひとりの御
使いが、大きな権威を帯びて、天から下っ
て来るのを見た」とあり、一人の御使いが
重要な発表をするために天から降りてき
ました。

2節では、「倒れた。大バビロンが倒れ
た。そして、悪霊の住まい、あらゆる汚
れた霊どもの巣くつ、あらゆる汚れた、
憎むべき鳥どもの巣くつとなった」と、大
バビロンが倒れ、もはや人々が住めない
状況になっていることを、宣言しています。
人類史上、バビロンがこのような惨状に
なったことは、一度もありません。この事
は、必ず完了される未来の預言です。

3節で、「それは、すべての国々の民が、
彼女の不品行に対する激しい御怒りの

イザヤ書13章3節から5節、「わたし
は怒りを晴らすために、わたしに聖別さ
れた者たちに命じ、またわたしの勇士、
わたしの勝利を誇る者たちを呼び集めた。
聞け。おびただしい民にも似た山々のとど
ろきを。聞け。寄り合った王国、国々の
どよめきを。万軍の主が、軍隊を召集し
ておられるのだ。彼らは遠い国、天の果
てからやって来る。彼らは全世界を滅ぼ
すための、主とその憤りの器だ」とイザヤ
が預言しています。

9節で「諸国の民の間で、こう叫べ。聖
戦をふれよ。勇士たちを奮い立たせよ」と
言っています。これは多くの国々で、反キ
リストの刻印から逃れて生活していた人々
であったでしょう。兵士ではありませんが、
主が「勇士だ」と呼ばれた者たちです。

10節では、「あなたがたの鋤を剣に、
あなたがたのかまを槍に、打ち直せ」と、
彼らが農作をしていた器具を、武器につ
くり変えよと、主が命令されました。同じ
く10節で、「弱い者に『私は勇士だ』と言
わせよ」と、反キリストから隠れて過ごし
てきた弱い者たちも、「勇士だ」と言える
勇気と力が与えられているようです。

11節では、「回りのすべての国々よ。
急いで来て、そこに集まれ。──主よ。あ
なたの勇士たちを下してください──」と
言っています。殉教を逃れた人々が、反
キリストの独裁に疲れ果て、祈っています。
そして12節、「諸国の民は起き上がり、
ヨシャパテの谷に上って来い」とイエス様
は言われます。バビロン崩壊後、エルサ
レムのヨシャパテの谷の所で、諸国の民、
すなわち異邦人たちが戦います。戦いに
慣れていない、兵士ではない者たちには
勝ち目はなさそうに見えますが、主イエス
様がボツラの戦いを終えて、エルサレムに
来られます。ゆえに、勝利は確定です。

バビロンの完全崩壊
イザヤ書13章19節から20節、「こう

して、王国の誉れ、カルデヤ人の誇らか
な栄えであるバビロンは、神がソドム、ゴ
モラを滅ぼした時のようになる。そこには
永久に住む者もなく、代々にわたり、住
みつく者もなく、アラビヤ人も、そこには
天幕を張らず、牧者たちも、そこには群
れを伏させない」

2023年1月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

新年明けましておめでとうございます。
2023年、神の栄光が日本に輝く年となることを祈り、主の御名を賛美いたします。

まず、第4回オメガプレミアムツアー「イスラエル&ヨルダン－ペトラ－10日間の旅」について御礼とご報告をさせ
ていただきます。

このたび、事前特別予約も頂き、イスラエルとヨルダンでのさまざまな手配を日本と現地において、旅行会社との
最終調整が皆様の祈りによって守り導かれたことを感謝いたします。祈りと共に準備を進め、現地エージェント様
より全面協力を頂き、オメガツアーの再開と、さらに特別価格でご案内することができました。皆様の、とりなしの
祈りを心より感謝申し上げます。

　
また、オメガツアーの予約は定員 35 名に対して、2 倍近いお申し込みを頂きました。驚きと共に、神の時のしるし

として、身の引き締まる思いでした。
今回、定員増での出発となります。心からの感謝と御礼を申し上げます。

先日、第5回オメガプレミアムツアーが、現地イスラエルとヨルダンとの調整等も確定し、開催が決定しました。
2024年 2月上旬～3月上旬、 第5回オメガプレミアム・グレイスツアー 栄子・スティーブンスと行く「イスラエル&

ヨルダン－ペトラ－10日間の旅 」を行います。 
事前案内ご希望の予約も2024年1月21日（12ページに詳細あり）よりスタートします。
全世界また中東情勢の安定と平和を祈り、ご再臨の現場であるエルサレムとヨルダン－ペトラ－に祈りを届け、

日本から主が来られる日を待望する祈りを積み上げる旅となりますよう、今から共に、引き続き準備のためお祈り
いただけますと幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。

さらに、2023年は、栄子・スティーブンス先生の来日を2月～3月、10月～11月を見込み、日本列島縦断講演
「オメガ・ジャパンツアー 2023」を予定しています。

イスラエルセミナー・黙示録ハイライトセミナー・終末論関係のエゼキエル書やダニエル70週に関する講演依頼の
お申し込み受け付けを開始いたします。教会や祈りのグループなど皆様のニーズに合わせて、ご相談に応じながら
日程や内容などについて、共に祈りつつ、準備してまいりたいと思います。オメガニュースレター 12ページに、
お申し込みについてご案内しております。

2023年、主のご栄光が、日本全国の教会を通して、その地域の上に輝き、主のご臨在が豊かにあふれ、主の
恵みの年（イザヤ書61章2節・ルカ4章19節）をさらに告げ知らされる年となることを期待し、心より祝福をお祈
り申し上げます。

19節で、「王国の誉れ、カルデヤ人の
誇らかな栄えであるバビロンは、神がソド
ム、ゴモラを滅ぼした時のようになる」と
記されています。イスラエルの地に行きま
すと、死海のそばにソドムとゴモラがあっ
たと言われている所は、草一本生えてい
ない、荒れ果ててどこも住めない所で、
誰も近付きません。

ソドムとゴモラは、創世記13章10節に、
「主がソドムとゴモラを滅ぼされる以前で
あったので、その地はツォアルのほうに至
るまで、主の園のように、またエジプトの
地のように、どこもよく潤っていた」と書
かれているエデンの園のような所だったの
です。

ユダの手紙1章7節では、「ソドム、ゴ
モラおよび周囲の町 も々彼らと同じように、
好色にふけり、不自然な肉欲を追い求め
たので、永遠の火の刑罰を受けて、みせ
しめにされています」、このように、バビ
ロンも荒れ果てたソドムとゴモラのように
なり、メシア王国では、破壊されたバビ
ロンの煙が永遠に立ち上り、見せしめと
されます。それは、主イエス様に選ばれ
た勇士たちによって、完全に破壊される
からです。

このような破壊が、もし原爆であった
としたら、誰も近付くことがないでしょ
う。例えば、チェルノブイリの原発事故
によって、あの場所にはもう900年間戻
れないと言われています。バビロンは千
年王国の中で、荒れ果てたままにされる
でしょう。

この地を荒れ果てさせたからだ。ここには
住む者もない。人間から家畜に至るまで
逃げ去った」。これは、人類史上で成就し
たことがありません。この事は、未来の
預言です。主イエス様に選ばれた異邦人
の勇士たちによって、成し遂げられるで
しょう。

ところで、この勇士たちが誰なのかは、
誰にも分かっていません。生き残ってい
る主のしもべたちが、どのようにして互
いに連絡し、一箇所に集結することがで
きるのかは分かりません。しかし、主が
お集めになるのですから、間違いなく勇
士たちは集結し、心を一つにして、反キ
リストの本拠であるバビロンを滅ぼすこ
とでしょう。

黙示録18章4節と5節、「それから、私
は、天からのもう一つの声がこう言うの
を聞いた。『わが民よ。この女から離れ
なさい。その罪にあずからないため、ま
た、その災害を受けないためです。なぜ
なら、彼女の罪は積み重なって天にまで
届き、神は彼女の不正を覚えておられる
からです』」

4節で、「わが民よ。この女から離れな
さい」と神様が言っておられます。ユダヤ
人やイエス様を信じている人々が、バビ
ロンの中で、今も彼らのビジネスに関
わっている様子が

うかが

窺 えます。同じく4節
では、「その罪にあずからないため、また、
その災害を受けないためです」と警告され
ています。

この時、大バビロンによる巨大ビジネ
スの巨万の富に、人々は大豪邸や調度品、
贅沢品などの富をすぐに捨て、大バビロ
ンから一刻も早く逃げ出さなければなりま
せん。もしそのまま残るなら、バビロンの
罪のために、自分たちも災いを受け、完
全に巻き込まれてしまいます。

黙示録18章6節から8節、「あなたが
たは、彼女が支払ったものをそのまま彼
女に返し、彼女の行いに応じて二倍にし
て戻しなさい。彼女が混ぜ合わせた杯の
中には、彼女のために二倍の量を混ぜ合
わせなさい。彼女が自分を誇り、好色に
ふけったと同じだけの苦しみと悲しみとを、
彼女に与えなさい。彼女は心の中で『私
は女王の座に着いている者であり、やも
めではないから、悲しみを知らない』と言
うからです。それゆえ一日のうちに、さま
ざまの災害、すなわち死病、悲しみ、飢
えが彼女を襲い、彼女は火で焼き尽くさ
れます。彼女をさばく神である主は力の
強い方だからです」

7節で、「彼女が自分を誇り、好色にふ
けったと同じだけの苦しみと悲しみとを、
彼女に与えなさい」と、主はバビロンを襲
撃して戦った、選ばれた勇士たちに語っ
ておられます。多くの殉教者を出し、そ
の血で酔っていたこの都である大淫婦に、
その苦しみと悲しみを返してやりなさいと、
厳しい神罰がバビロンに注がれます。

7節で、「彼女は心の中で『私は女王の
座に着いている者であり、やもめではな
いから、悲しみを知らない』と言うからで
す」。そしてバビロンは1日で滅びます。

黙示録19章3節、「彼らは再び言った。
『ハレルヤ。彼女の煙は永遠に立ち上る』」
と、バビロンが崩壊しました。その煙は、メ
シア王国の千年間の期間、途切れること
なく見せしめとなります。そして人々は、
喜び賛美します。

黙示録18章8節で「一日のうちに、さ
まざまの災害、すなわち死病、悲しみ、
飢えが彼女を襲い、彼女は火で焼き尽く

されます。彼女をさばく神である主は力の
強い方だからです」。この戦いは、1日で
終わる戦いです。力強い主イエス様が、
勇士たちと共に戦われるからです。

このように、世界統一宗教と世界統一
経済とを動かしてきた大淫婦は、大患難
時代の中間に、反キリストが自分を神と
宣言して新たな宗教を起こしたため、1日
で大バビロンは完全に滅びます。そして、
大患難時代前半に起こった巨大な繁栄は、
大淫婦による世界統一宗教と世界統一経
済システムの本拠となっていた大バビロン
の都のことです。

力強い主が共におられます。主の再臨
を待ち望みつつ、2023年も主と共に歩ん
でまいりましょう。

備えられていた神の勇士
たちが立ち上がる

これは、7年の大患難時代の最後に起
こる、ハルマゲドン会議の最後の戦いの
時です。反キリストの軍隊が、ヨルダン
のボツラに隠れているユダヤ人たちと、エ
ルサレムやイスラエルの土地に

ひそ

潜んでいる
ユダヤ人たちを、抹殺するために集結し
ている時です。

その時、反キリストの世界統一国家の
首都となっていたバビロンには、軍隊が
ほぼいなくなっていた状態であると考えら
れます。なぜなら、反キリストとその軍勢
は、ハルマゲドンに集結しているからです。
バビロンには、反キリストとその軍勢はい
ません。それゆえ、バビロンは完全に手
薄状態になっていたのです。その隙に、神
様のご介入によって、生き残っていた異邦
人信者の勇士たちが集められ、バビロン
を

かいめつ

壊滅させたのです。

3節で「わたしは怒りを晴らすために、
わたしに聖別された者たちに命じ、また
わたしの勇士、わたしの勝利を誇る者た
ちを呼び集めた」。この、主に聖別された
者たちは、大患難時代に反キリストに従
わず、

ぶつぶつ

物々交換などを行って生き延びてき
た人々だと思われます。この人々は、最
後の戦いのために主によって集められま
した。5節で、「彼らは遠い国、天の果て
からやって来る」という「主とその憤りの
器」です。

ヨエル書3章9節から12節、「諸国の
民の間で、こう叫べ。聖戦をふれよ。勇
士たちを奮い立たせよ。すべての戦士た
ちを集めて上らせよ。あなたがたの鋤を
剣に、あなたがたのかまを槍に、打ち直
せ。弱い者に「私は勇士だ」と言わせよ。
回りのすべての国 よ々。急いで来て、そこ
に集まれ。──主よ。あなたの勇士たちを
下してください──諸国の民は起き上が
り、ヨシャパテの谷に上って来い。わたし
が、そこで、回りのすべての国々をさばく
ために、さばきの座に着くからだ」

贅沢三昧をしていた
大バビロン
エレミヤ書50章1節から3節、「主が
預言者エレミヤを通して、バビロンについ
て、すなわちカルデヤ人の国について語
られたみことば。『諸国の民の間に告げ、
旗を掲げて知らせよ。隠さずに言え。「バ
ビロンは捕らえられた。ベルははずかし
められ、メロダクは砕かれた。その像は
はずかしめられ、その偶像は砕かれた。」
なぜなら、北から一つの国がここに攻め
上り、この地を荒れ果てさせたからだ。
ここには住む者もない。人間から家畜に
至るまで逃げ去った』」

2節で、「諸国の民の間に告げ、旗を掲
げて知らせよ。隠さずに言え。『バビロン
は捕らえられた。ベルははずかしめられ、
メロダクは砕かれた。その像ははずかし
められ、その偶像は砕かれた』」とありま
す。メロダクは、ネブカデネザル王の後
継者でしたが、2年後に暗殺されました。

メロダクという名はヘブライ語です。
シュメール語では、人間とすべてのものを
創造した神をベル・マルドゥクという、バ
ビロンの最も大切な神の名から来ています。
ベルというのはバアルの神の名から来て
おり、「バアルは主」という意味ですから、
この神を主バルドックと呼んでいたと考え
られます。その偶像が、砕かれたことが
預言されています。

3節ではこう言われています。「なぜな
ら、北から一つの国がここに攻め上り、

詳細は次号のニュースレターでお知らせいたします。
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オメガ・ジャパンがお届けする

イスラエル＆ヨルダン
10日間の旅

栄子・スティーブンスと行く

第5回  オメガプレミアム・グレイスツアー

日程：2024年2月上旬～3月上旬 予定　

（ペトラ）
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主の恵みの年を
告げ知らされる年となりますように

ぶどう酒を飲み、地上の王たちは、彼女
と不品行を行い、地上の商人たちは、彼
女の極度の好色によって富を得たからで
ある」と書かれています。地上の王たちや
商人たち、また大淫婦によって、あらゆ
る不品行がなされました。巨大ビジネス
のシステムを構築して、極度の

ぜいたく

贅沢を行っ
たゆえに、この世界大の経済はバビロン
の都で莫大な富を得ました。

大バビロンが倒れる
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）18章
1節から3節、「この後、私は、もうひと
りの御使いが、大きな権威を帯びて、天
から下って来るのを見た。地はその栄光
のために明るくなった。彼は力強い声で
叫んで言った。『倒れた。大バビロンが倒
れた。そして、悪霊の住まい、あらゆる
汚れた霊どもの巣くつ、あらゆる汚れた、
憎むべき鳥どもの巣くつとなった。それは、
すべての国々の民が、彼女の不品行に対
する激しい御怒りのぶどう酒を飲み、地
上の王たちは、彼女と不品行を行い、地
上の商人たちは、彼女の極度の好色に
よって富を得たからである』」

1節で「この後、私は、もうひとりの御
使いが、大きな権威を帯びて、天から下っ
て来るのを見た」とあり、一人の御使いが
重要な発表をするために天から降りてき
ました。

2節では、「倒れた。大バビロンが倒れ
た。そして、悪霊の住まい、あらゆる汚
れた霊どもの巣くつ、あらゆる汚れた、
憎むべき鳥どもの巣くつとなった」と、大
バビロンが倒れ、もはや人々が住めない
状況になっていることを、宣言しています。
人類史上、バビロンがこのような惨状に
なったことは、一度もありません。この事
は、必ず完了される未来の預言です。

3節で、「それは、すべての国々の民が、
彼女の不品行に対する激しい御怒りの

イザヤ書13章3節から5節、「わたし
は怒りを晴らすために、わたしに聖別さ
れた者たちに命じ、またわたしの勇士、
わたしの勝利を誇る者たちを呼び集めた。
聞け。おびただしい民にも似た山々のとど
ろきを。聞け。寄り合った王国、国々の
どよめきを。万軍の主が、軍隊を召集し
ておられるのだ。彼らは遠い国、天の果
てからやって来る。彼らは全世界を滅ぼ
すための、主とその憤りの器だ」とイザヤ
が預言しています。

9節で「諸国の民の間で、こう叫べ。聖
戦をふれよ。勇士たちを奮い立たせよ」と
言っています。これは多くの国々で、反キ
リストの刻印から逃れて生活していた人々
であったでしょう。兵士ではありませんが、
主が「勇士だ」と呼ばれた者たちです。

10節では、「あなたがたの鋤を剣に、
あなたがたのかまを槍に、打ち直せ」と、
彼らが農作をしていた器具を、武器につ
くり変えよと、主が命令されました。同じ
く10節で、「弱い者に『私は勇士だ』と言
わせよ」と、反キリストから隠れて過ごし
てきた弱い者たちも、「勇士だ」と言える
勇気と力が与えられているようです。

11節では、「回りのすべての国々よ。
急いで来て、そこに集まれ。──主よ。あ
なたの勇士たちを下してください──」と
言っています。殉教を逃れた人々が、反
キリストの独裁に疲れ果て、祈っています。
そして12節、「諸国の民は起き上がり、
ヨシャパテの谷に上って来い」とイエス様
は言われます。バビロン崩壊後、エルサ
レムのヨシャパテの谷の所で、諸国の民、
すなわち異邦人たちが戦います。戦いに
慣れていない、兵士ではない者たちには
勝ち目はなさそうに見えますが、主イエス
様がボツラの戦いを終えて、エルサレムに
来られます。ゆえに、勝利は確定です。

バビロンの完全崩壊
イザヤ書13章19節から20節、「こう

して、王国の誉れ、カルデヤ人の誇らか
な栄えであるバビロンは、神がソドム、ゴ
モラを滅ぼした時のようになる。そこには
永久に住む者もなく、代々にわたり、住
みつく者もなく、アラビヤ人も、そこには
天幕を張らず、牧者たちも、そこには群
れを伏させない」

2023年1月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

新年明けましておめでとうございます。
2023年、神の栄光が日本に輝く年となることを祈り、主の御名を賛美いたします。

まず、第4回オメガプレミアムツアー「イスラエル&ヨルダン－ペトラ－10日間の旅」について御礼とご報告をさせ
ていただきます。

このたび、事前特別予約も頂き、イスラエルとヨルダンでのさまざまな手配を日本と現地において、旅行会社との
最終調整が皆様の祈りによって守り導かれたことを感謝いたします。祈りと共に準備を進め、現地エージェント様
より全面協力を頂き、オメガツアーの再開と、さらに特別価格でご案内することができました。皆様の、とりなしの
祈りを心より感謝申し上げます。

　
また、オメガツアーの予約は定員 35 名に対して、2 倍近いお申し込みを頂きました。驚きと共に、神の時のしるし

として、身の引き締まる思いでした。
今回、定員増での出発となります。心からの感謝と御礼を申し上げます。

先日、第5回オメガプレミアムツアーが、現地イスラエルとヨルダンとの調整等も確定し、開催が決定しました。
2024年 2月上旬～3月上旬、 第5回オメガプレミアム・グレイスツアー 栄子・スティーブンスと行く「イスラエル&

ヨルダン－ペトラ－10日間の旅 」を行います。 
事前案内ご希望の予約も2024年1月21日（12ページに詳細あり）よりスタートします。
全世界また中東情勢の安定と平和を祈り、ご再臨の現場であるエルサレムとヨルダン－ペトラ－に祈りを届け、

日本から主が来られる日を待望する祈りを積み上げる旅となりますよう、今から共に、引き続き準備のためお祈り
いただけますと幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。

さらに、2023年は、栄子・スティーブンス先生の来日を2月～3月、10月～11月を見込み、日本列島縦断講演
「オメガ・ジャパンツアー 2023」を予定しています。

イスラエルセミナー・黙示録ハイライトセミナー・終末論関係のエゼキエル書やダニエル70週に関する講演依頼の
お申し込み受け付けを開始いたします。教会や祈りのグループなど皆様のニーズに合わせて、ご相談に応じながら
日程や内容などについて、共に祈りつつ、準備してまいりたいと思います。オメガニュースレター 12ページに、
お申し込みについてご案内しております。

2023年、主のご栄光が、日本全国の教会を通して、その地域の上に輝き、主のご臨在が豊かにあふれ、主の
恵みの年（イザヤ書61章2節・ルカ4章19節）をさらに告げ知らされる年となることを期待し、心より祝福をお祈
り申し上げます。

19節で、「王国の誉れ、カルデヤ人の
誇らかな栄えであるバビロンは、神がソド
ム、ゴモラを滅ぼした時のようになる」と
記されています。イスラエルの地に行きま
すと、死海のそばにソドムとゴモラがあっ
たと言われている所は、草一本生えてい
ない、荒れ果ててどこも住めない所で、
誰も近付きません。

ソドムとゴモラは、創世記13章10節に、
「主がソドムとゴモラを滅ぼされる以前で
あったので、その地はツォアルのほうに至
るまで、主の園のように、またエジプトの
地のように、どこもよく潤っていた」と書
かれているエデンの園のような所だったの
です。

ユダの手紙1章7節では、「ソドム、ゴ
モラおよび周囲の町 も々彼らと同じように、
好色にふけり、不自然な肉欲を追い求め
たので、永遠の火の刑罰を受けて、みせ
しめにされています」、このように、バビ
ロンも荒れ果てたソドムとゴモラのように
なり、メシア王国では、破壊されたバビ
ロンの煙が永遠に立ち上り、見せしめと
されます。それは、主イエス様に選ばれ
た勇士たちによって、完全に破壊される
からです。

このような破壊が、もし原爆であった
としたら、誰も近付くことがないでしょ
う。例えば、チェルノブイリの原発事故
によって、あの場所にはもう900年間戻
れないと言われています。バビロンは千
年王国の中で、荒れ果てたままにされる
でしょう。

この地を荒れ果てさせたからだ。ここには
住む者もない。人間から家畜に至るまで
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うかが

窺 えます。同じく4節
では、「その罪にあずからないため、また、
その災害を受けないためです」と警告され
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うからです。それゆえ一日のうちに、さま
ざまの災害、すなわち死病、悲しみ、飢
えが彼女を襲い、彼女は火で焼き尽くさ
れます。彼女をさばく神である主は力の
強い方だからです」
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ぶつぶつ
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預言されています。

3節ではこう言われています。「なぜな
ら、北から一つの国がここに攻め上り、

詳細は次号のニュースレターでお知らせいたします。
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2022年。コロナ禍により疲弊した私たち人類は、追い討ちをかけら
れるように「ウクライナ戦争」を経験しました。加えてさまざまな自然現
象、そして世界とその中に置かれた日本が抱える世相、そのどれを切り
取って見ても、イエス様がマタイの福音書24章でおっしゃった、「終わ
りの時が来る前の“産みの苦しみ“」、また、ローマ人への手紙8章
21節、「被造物自体も、滅びの束縛から解放され、神の子どもた
ちの栄光の自由にあずかります。私たちは知っています。被造物の
すべては、今に至るまで、ともにうめき、ともに産みの苦しみをし
ています」という、みことばを魂の中心で受け取る時が来ているのを感
じます。そして同時に、そのような時に置かれている祝福を感謝せずに
はいられない2022年でした。

聖書は預言書であり、その預言は100％成就する。

なぜなら「預言」は、神様の人間に対する「愛の約束」であり、神様
はご自分のご性質故に、お約束を必ずお守りになるお方だからです。
完全なる権威と栄光をお持ちになる「唯一の存在」である神による預

言が一つ残らず100％成就するのは、その当然の帰結であり、私たち
はその預言の成就する様を、過去どの時代に生きた人 よ々りも確かに
実感することのできる時代に置かれている…そう感じるのです。
未来についての預言の確かさに対する確信を深めつつ、「聖書は、

一つも間違いのない神様からの絶対真理を、ことばとして収めた書」
であることへの信頼により、「みことばを握り締めながら生きる」ことで

得られる「平安」が、いかばかりなものか… 2022年は私にとって、それ
を噛み締める日 と々なりました。

イエス様はヨハネの福音書5章39節でおっしゃいました。「あなた
たちは聖書の中に永遠の命があると考えて、聖書を研究している。
ところが、聖書はわたしについて証しをするものだ」と。

そうであれば、「聖書の約束を握り締める」ことは、イエス様ご自身を
握り締めるということに他なりません。日本CGNTVによる『シャローム
イスラエル seasonⅡ』の制作過程で「聖書理解に苦しむ、迷えるクリス
チャンの代表」として、「聖書が一体なんなのか」をどのように理解すれ
ばよいか、それを知るための道筋を探ろうとしていた私に、栄子・ス
ティーブンス先生が微笑みながらおっしゃいました。「輪嶋さん、聖書は
これ全部、イエス・キリストなんですよ」と。「はー…」と“薄ら返事“は
したものの、その意味はさっぱりわかっていませんでした（笑）。でも、
今ではそれが腹の底からはっきり実感できるようになりました。主に感
謝いたします！

2023年6月には3年半の時間を経て、「オメガツアー」が再開され
ます。栄子先生がご同行くださることもさることながら、なんと言っても
このツアーを「あり得ない」ほど特別なものにしているのは、その訪問先
にペトラが含まれていることでしょう。イエス様のご再臨の条件である
「イスラエルが民族的な悔い改めをして、イエス様をメシアとして受け

入れる」その場所として聖書に記されているボツラ（ヨルダンのペトラ）。
この「終わりの時」に、この地でイエス様のご再臨をイメージしながら祈
ることの、言葉にできないほどの祝福は、私も前回のツアーで身をもっ
て体験いたしました。この欄でも何度かご紹介した通り前回のツアーは、
日本CGNTVによるドキュメンタリー番組「ターニングポイント」、さら
に栄子先生の各聖地におけるメッセージを短くまとめた「イエスの足跡
“栄子先生と聖地ツアー“」という番組で、その一端をご覧いただけます
が、今回のツアーについて、先日驚きのニュースを伺いました。なんと、
メールとファクスでお申し込みを開始した日、午前0時に定員に達して
しまった、というのです。一瞬言葉を失いながらも、ヨハネに啓示され
た黙示録、つまり「終末の預言」を、喜びと共に受け取っておられる
方々の姿が思い浮かび、私は本当に感動いたしました。私もこのツ
アーで「ナビゲート役」として貴重な一席を頂きます。主によって新たに
立て上げられる参加者の皆さんの魂に、私自身がナビゲートして頂くつ
もりで、今から楽しみに致しております。

預言の成就が進み、「人間が人間を支配する時代が終わり、完全
なる愛である神が治める時代」が来る直前である「終末」。その中に置
かれた今の時代の日本を生きる私たちキリスト者を通じて、一人でも多
くの魂が立て上げられることを神様が望んでいらっしゃると信じ、2023

年が「皆様を通じて神様にとって」実り多き瞬間瞬間でありますよう、
また、そのためにこの身もお使いいただけるように、心からお祈りいたし
ます。

2023年が始まりました。
年頭に当たり、本年も皆様が、キリストの中にある創造主たる神様の愛に満たされ、
導かれることによる祝福にあふれることを、心から信じ、また感謝し、お祈りをお捧げいたします。
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主があなたとともにおられる

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階　Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584
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栄子・スティーブンス
Voice From Revelation　黙示録シリーズVol. 31　未来の預言―その23

栄子・スティーブンスと行くイスラエル&ヨルダン（ペトラ）10日間の旅
（2024年2月上旬～3月上旬 予定）

09 第5回オメガプレミアム・グレイスツアー開催決定のお知らせ
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の旅」の第4回は2023年6月5日～14日、第5回は2024年2月～3月の予定で
す。主が再臨される地へ祈りを届け、祈りを積み上げる旅となりますよう、引き
続きツアーに関するすべての準備のためにお祈りください。（現地在住の政
府公認日本人ガイドに加えて、さらに現地在住の日本人添乗員によりツアー
の同行をすることが決定しました。感謝を込めてご報告いたします。）

オメガバイブル教材のために
　オメガバイブル教材は、ご友人へのプレゼント、教会の学びなどにご利用
いただいております。2月28日まで新年感謝価格期間とさせていただきます。
別紙チラシがあります。どうぞご活用ください！

1
祈りの課題

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－24

2

3

日本列島縦断講演「オメガジャパン・グレイスツアー2023」
のために
　いよいよ、栄子・スティーブンスの講演会や各種セミナーの
受付をスタートします！ 日本全国の教会、日本全国の地域の祝福
となりますように。神の恵みがすべてのみことばを通して注がれ、
救いと癒やし、霊的にも肉的にも、日本のあらゆる業界（政治・
経済・文化・教育・医療福祉など）の上に、復興と回復、祝福と繁栄が
ありますよう、宣教活動のすべてを羊飼いなる主が導かれ、主の
ご栄光とご臨在があふれますよう、準備のためにお祈りください。

第4回・第5回オメガプレミアムツアーの祝福を覚えて
  「栄子・スティーブンスと行くイスラエル&ヨルダン（ペトラ）10日間

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。
シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、
憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句

主の恵みの年を告げるオメガ活動ビジョン

Omega Publication
オメガ出版

栄子・スティーブンスと行く 日本列島縦断講演

日程：2024年2月上旬～3月上旬 第1回：2023年2月～3月（決定）　
第2回：10月～11月ごろ（予定）

詳細が決まり次第、ニュースレター等でお知らせいたします！

事前予約案内希望  受付期間：
2023年1月21日～2月28日まで

イスラエル&ヨルダン─ペトラ─

10日間の旅

https://www.omega.or.jp/shuppan/

お問い合わせ：オメガ・ジャパン事務所
info@omega.or.jp
06-6777-2117

Eメール
TEL&FAX

オメガオンラインショップ  

OMEGA GRACE 2023－24

決定!! 第5回オメガプレミアム・グレイスツアー 栄子・スティーブンス来日決定!! 

     Eメール  tour@omega.or.jp　
電話&FAX  06-6777-2117

栄子・スティーブンスと行く
イスラエル&ヨルダン－ペトラ－10日間の旅
日程：2023年6月5日～14日

第4回オメガプレミアムツアーは満員となりました。
御礼申し上げます。定員増で出発準備となります。
…引き続き、日本からの祈りの旅の準備の上に、参加者様の上に、主の
祝福と恵みと天からの油注ぎが注がれますよう、とりなしお祈りください。

対象　教会や祈りのグループからの講演会や各種セミナーの
受付をスタートします。

内容　イスラエルセミナー（神のマスタープランとイチジクの
木・異邦人の時が終わる世界情勢・産みの苦しみと前兆
他）・黙示録セミナー・終末論関係（エゼキエル書・ダニ
エル書など）、時間や内容などご相談に応じます。

オメガグレイス・
ジャパンツアー2023


